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広
島
県
大
崎
上
島
町

急
激
な
人
口
減
と
県
内
上
位
の
高
齢
化
率

　

大
崎
上
島
町
は
、
広
島
県
内
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
の
第
一
号

と
し
て
、
平
成
一
五
年
四
月
一
日
に
島
内
三
自
治
体
（
東
野
町
・
木
江

町
・
大
崎
町
）
が
合
併
し
て
で
き
た
新
し
い
町
で
す
。
合
併
当
初
か
ら
、

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
状
で
も
人
口
減
少
が
進
み
、
合
併
直
後
の
九
二
三
六
人
（
同
一
七

年
国
勢
調
査
）
に
対
し
、
直
近
で
は
八
〇
三
七
人
（
同
二
七
年
の
国
勢
調

査
速
報
値
）
と
な
り
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
化
率
も
、
同
二
八
年
一
月
末
現
在
で
四
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と

多
様
な
人
材
を
生
み
出
す

「
教
育
の
島
」の
創
造
に
向
け
て

な
っ
て
お
り
、
県
内
で
も
上
位
に
位
置
す
る
状
況
で
す
。

　

人
口
の
増
加
─
─
そ
れ
が
将
来
展
望
を
描
く
、
理
想
で
あ
る
こ
と

は
、
全
国
の
自
治
体
の
方
が
皆
、
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ

を
ど
う
や
っ
て
具
体
化
し
て
い
く
か
が
、
本
町
に
お
い
て
も
大
き
な

課
題
で
す
。

各
界
の
方
々
も
含
め
た
「
総
合
戦
略
会
議
」
の
設
立

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
平
成
二
六

年
度
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
施
行
さ
れ
、
国
の
「
地

方
創
生
」
施
策
が
ス
タ
ー
ト
、
本
町
で
も
大
崎
上
島
版
「
地
方
人
口

広
島
県
大
崎
上
島
町
企
画
振
興
課
企
画
情
報
係
長　

川
本 

亮
之

　

瀬
戸
内
海
の
中
心
部
に
あ
る
大
崎
上
島
は
、
江
戸
時
代
か
ら
造
船
の
島
と
し
て
栄
え
、
櫂か
い

伝で
ん

馬ま

競
漕
な

ど
伝
統
行
事
を
受
け
継
ぐ
。
す
べ
て
の
戦
略
の
土
台
と
な
る
「
人
づ
く
り
」
を
最
重
要
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
、「
教
育
の
島
」
と
し
て
の
特
色
を
活
か
し
た
地
方
創
生
の
戦
略
づ
く
り
を
め
ざ
す
。
公
営
塾
「
神
か
ん
の
み
ね峰

学
舎
」
や
「
大
崎
上
島
学
」
な
ど
の
事
業
や
取
り
組
み
を
中
心
に
解
説
す
る
。

5km

大崎上島

今治

大崎下島

大三島

生口島

尾道

竹原
安芸津



39 しま�245  2016.3

特集　  　離島創生の動向・Ⅱ

崎
上
島
町
総
合
戦
略
会
議
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
会
議

の
運
営
も
含
め
た
細
か
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
た
め
、
庁
内
に
副
町

長
を
本
部
長
と
し
町
職
員
（
計
一
〇
名
）
で
構
成
さ
れ
る
「
総
合
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

戦
略
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
一
二
名
で
構
成
さ
れ
、
区
長
会
連
合
会

長
、
町
議
会
議
長
、
広
島
商

船
高
等
専
門
学
校
校
長
、
商

工
会
会
長
、
商
工
会
青
年
部

会
長
、
広
島
ゆ
た
か
農
協
代

表
理
事
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
部

会
長
、
指
定
金
融
機
関
二
社

（
広
島
銀
行
、
も
み
じ
銀
行
）
支

店
長
、
町
長
な
ど
の
組
織
の

ト
ッ
プ
を
招
聘
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
、
非

常
に
活
発
に
ご
意
見
を
発
言

さ
れ
る
方
ば
か
り
が
そ
ろ
っ

た
感
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

有
識
者
と
し
て
、
中
央
教
育

審
議
会
の
元
委
員
（
大
崎
上

島
町
に
Ｉ
タ
ー
ン
）
の
方
や
、

地
元
で
活
躍
し
て
い
る
若
手

の
会
社
社
長
な
ど
に
も
参
画

　大崎上島町は、瀬戸
内海のほぼ中心部に位
置し、温暖な気候と、
自然豊かな町です。主
要産業は造船と柑橘栽
培などが挙げられ、近
隣では「造船とみかん
の島」として知られて
います。最近では、大
崎クールジェン㈱（中

国電力、電源開発、各50パーセント出資）の酸素吹石炭ガス化複
合発電実証試験発電所の試験運転が平成28年3月に開始予
定で、新しい取り組みとして注目されています。
　また、交流事業の一環として、同25年より体験型修学旅
行の受け入れも始めており、現在までの3年間で延べ22校、
3,981人を受け入れ、さらなる交流人口の拡大を目指してい
るところです。

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
着

手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
民
間
も
含
め
て
短
期
間
で
意
見
を
集
約
し
、
早

期
に
計
画
と
し
て
ま
と
め
、
本
格
的
な
創
生
事
業
に
着
手
す
る
と
い

う
目
的
の
も
と
、
具
体
的
な
事
業
内
容
を
議
論
す
る
場
と
し
て
「
大

★

島の特産物であるブルーベリー。
町のオリジナルナンバープレート
にも描かれている。

温暖な気候に恵まれ、島では古く
からレモンなどの柑橘栽培が盛ん。

自然豊かな「造船とみかんの島」

島の特徴と個性

島のほぼ中央にそびえる神峰山（かんのみねやま）。
山頂からは瀬戸内海の島々を眺望できる。
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い
た
だ
き
、
地
方
創
生
を
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く

組
織
が
構
築
で
き
ま
し
た
。

　

国
の
方
針
に
従
い
、
産
・
官
・
学
・
金
・
労
・
言
の
各
分
野
か
ら

の
意
見
聴
取
も
考
慮
し
な
が
ら
の
選
定
・
委
嘱
と
順
調
な
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。
た
だ
本
町
に
お
い
て
は
、
総
合
戦
略
会
議
と
交
付
金
手
続

き
事
務
が
リ
ン
ク
で
き
な
か
っ
た
部
分
が
あ
り
、
実
際
に
地
域
活
性

化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
（
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支

援
型
、
地
方
創
生
先
行
型
）

の
事
務
手
続
き
が
終
わ

っ
た
後
、
七
月
に
一
回

目
の
総
合
戦
略
会
議
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
回
目
の
会
議
で
は
、

全
会
一
致
で
高
田
町
長

が
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
自
治
体
の
ト
ッ

プ
が
陣
頭
指
揮
を
と
り
、

会
議
を
運
営
す
る
と
い

う
流
れ
が
順
調
に
は
じ

ま
っ
た
の
で
す
が
、
委

員
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、会
議
の
開
催
前
に
事
務
局
が
創
生
に
関
す
る
実
施
事
業（
申

請
事
業
）の
内
容
を
す
べ
て
決
め
て
い
た
た
め
、
そ
の
承
認
だ
け
な
ら

忙
し
い
者
を
集
め
て
ま
で
や
る
意
味
が
な
い
と
、
厳
し
い
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
と
わ
か
り

や
す
い
言
葉
で
説
明
し
て
ほ
し
い
、
国
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
事

務
局
説
明
が
わ
か
り
に
く
い
な
ど
、
初
回
の
会
議
は
厳
し
い
意
見
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

「
教
育
の
島
」
推
進
に
向
け
た
戦
略
策
定

　

事
務
局
と
し
て
は
、
一
回
目
の
会
議
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
会
議
な
ど
の
場
で
振
り
返
り
、
現
状
で
は
的
確
な
計
画
策
定
が

困
難
で
あ
る
と
の
認
識
に
達
し
、
運
営
の
手
法
も
含
め
て
再
検
討
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
住
民
の
意

向
を
酌
ん
だ
計
画
を
策
定
す
る
か
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
庁
内
会
議
の

中
で
何
度
も
議
論
し
、
二
回
目
以
降
の
会
議
に
臨
み
ま
し
た
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
人
口
推
計
で
は
、二
〇
六
〇

年
に
三
〇
一
〇
人
と
い
う
数
値
が
出
さ
れ
、
消
滅
が
危
惧
さ
れ
る
町

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
戦
略
会
議
の
主
た
る
検
討
の

中
で
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
つ
い
て
は
、
目
標
人
口
を
五
〇
三
四

人
に
設
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
笑
い
話
で
は
な
い
で
す
が
、
現
在
、
町
へ
の
Ｉ
タ
ー
ン
家

族
な
ど
が
予
想
外
に
増
加
し
て
お
り
、
こ
こ
数
年
の
平
均
値
は
毎
年

総合戦略会議の模様。町内各組織のトップが出席した。
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一
〇
名
を
オ
ー
バ
ー
す
る
勢
い
で
す
。
も
し
、
そ
れ
ら
の
方
々
す
べ

て
が
定
住
を
続
け
た
場
合
、
二
〇
六
〇
年
に
は
一
万
二
〇
〇
〇
人
を

超
え
る
と
い
う
仮
説
も
真
剣
に
議
論
し
ま
し
た
。
さ
す
が
に
、
そ
れ

は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
と
取
り
下
げ
る
に
至
り
ま
し
た
が
、
一
つ

の
目
標
を
設
定
す
る
際
に
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
の
中
で

細
部
の
調
整
を
し
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
っ
た
実
感
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
二
回
目
以
降
の
戦
略
会
議
で
は
、
事
務
局
の
説
明
に
対
し

て
一
定
の
理
解
も
得
ら
れ
な
が
ら
運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
各
委
員
か
ら
は
提
案
も
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
も
と
に
定
住

や
教
育
施
策
な
ど
の
主
要
施
策
を
ま
と
め
、
一
〇
月
末
の
総
合
戦
略

策
定
に
至
り
ま
し
た
。

　

重
要
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の
設
定
も
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、
た

い
へ
ん
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
目
標
設
定
を
持
っ
た
事
業
運
営
は
今
後

の
行
政
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
、
一
つ
一
つ
の
事
業
目
標

を
丁
寧
に
設
定
し
ま
し
た
。
最
初
は
あ
ま
り
に
細
か
く
設
定
し
す
ぎ

て
し
ま
い
、
事
業
を
総
括
し
て
い
る
県
の
担
当
者
に
、「
そ
ん
な
に

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
が
ん
じ
が
ら
め
に
目
標
を
設
定
し
た
ら
、
た
い

へ
ん
な
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
」
と
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
慌
て
て
方

針
を
変
更
し
、
す
べ
て
つ
く
り
変
え
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

戦
略
会
議
の
会
長
で
あ
る
町
長
は
、
当
初
か
ら
「
教
育
」
を
戦
略

の
全
面
に
出
し
た
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
会
議
を
重
ね
る

ご
と
に
委
員
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
、
明
確
に
「
教
育
の
島
」
と
い

う
戦
略
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
〇
月
ま
で
に
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
計
四
回
の
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
が
、
町
の
想
い
を
事
務
局
の
言
葉
と
し
て
、
不
器
用

な
が
ら
も
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
ス
ム
ー
ズ

な
計
画
の
策
定
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
校
活
性
化
に
資
す
る
公
営
塾
の
運
営
、
高
専
と
の
事
業
連
携

　

総
合
戦
略
は
、
他
の
自
治
体
に
は
な
い
本
町
独
自
の
目
標
に
も
と

づ
く
策
定
を
望
む
声
が
庁
内
や
議
会
な
ど
か
ら
も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
会
議
の
中
で
も
、
委
員
の
総
意
と
し
て
、
本
町
な
ら
で
は
の

目
標
と
取
り
組
み
を
設
定
し
、
計
画
の
冒
頭
に
書
き
込
む
べ
き
と
い

う
意
見
が
あ
り
、「
人
材
育
成
」「
教
育
の
島
」
な
ど
を
最
重
点
目
標

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
戦
略
を
つ
く
り
込
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
教
育
の
島
」
を
理
想
像
と
し
た
戦
略
が
策
定
さ
れ

る
に
至
り
ま
し
た
。
教
育
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
想
定
さ
れ

る
わ
け
で
す
が
、
す
で
に
本
町
は
教
育
面
で
か
な
り
の
恩
恵
を
受
け

て
お
り
、
た
と
え
ば
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
の
生
徒
・
教
員
数
は
、

全
人
口
の
約
一
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
な
る
教
育
機
関
の

誘
致
が
実
現
で
き
れ
ば
、
安
定
し
た
人
口
の
確
保
が
見
込
め
る
と
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
事
業
の
展
開
が
重
点
課
題
と
な
っ
た
わ

け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
確
に
「
教
育
の
島
」
を
う
た
っ
た
総
合
戦
略
の

策
定
が
で
き
た
こ
と
で
、「
教
育
」
を
主
体
と
し
た
具
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
賛
同
す
る
町
民
の
方
が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
増
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え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
計
画
さ
れ
て
い
る
教
育
関
係
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
大
崎
海
星
高
校
活
性
化
推
進
（
全
国
公
募
、
公
営
塾
の
運
営
な
ど
）

　

町
唯
一
の
高
校
、
県
立
大
崎
海
星
高
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
九
、

三
〇
年
度
の
二
年
連
続
し
て
定
員
八
〇
名
を
切
っ
た
場
合
、
統
廃
合

な
ど
の
対
象
と
な
る
た
め
、
二
七
年
度
か
ら
生
徒
の
全
国
公
募
や
、

町
が
独
自
に
運
営
す
る
公
営
塾
「
神
峰
学
舎
」（
講
師
と
し
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
を
充
て
開
設
）
な
ど
、
同
校
へ
の
協
力
・
支
援
体
制
を
構

築
す
る
。

②
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
と
の
事
業
連
携
（
情
報
発
信
手
法
検
討
）

　

人
口
の
約
一
割
を
占
め
る
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
と
の
さ
ら
な

る
連
携
（
生
徒
の
伝
統
文
化
継
承
な
ど
の
地
域
進
出
に
あ
た
っ
て
の
支
援
、
全

国
へ
の
学
校
事
業
展
開
の
Ｐ
Ｒ
を
一
緒
に
取
り
組
む
な
ど
）
を
通
し
て
、
充

実
し
た
教
育
実
践
の
場
の
創
造
を
支
援
す
る
。

③�

ア
シ
ョ
カ
認
証
校
ア
メ
リ
カ
Ｃ
Ｏ
Ａ
（
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ザ
・
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
）
と
の
連
携

　

平
成
二
八
年
一
月
に
同
大
学
と
M
O
U
（
拘
束
力
の
な
い
覚
書
）
を

締
結
し
、
一
回
目
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国
内
外
の
生
徒

各
一
二
名
、
合
計
二
四
名
を
一
〇
日
間
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
と
し
て
島
に
招
聘
す
る
事
業
を
計
画
。

④
広
島
県
立
中
高
一
貫
校
の
誘
致

　

広
島
県
が
計
画
し
て
い
る
中
高
一
貫
校
に
つ
い
て
、
誘

致
の
た
め
に
条
件
整
備
を
行
う
。

⑤
Ｎ
高
等
学
校
（
角
川
ド
ワ
ン
ゴ
学
園
）
の
職
業
体
験
誘
致

　

平
成
二
八
年
度
開
校
予
定
の
Ｎ
高
等
学
校
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
通
信
制
・
単
位
制
高
校
）
の
職
業
体
験
（
柑

橘
栽
培
）
の
場
と
し
て
、
受
け
入
れ
環
境
整
備
を
行
う
。

⑥「
大
崎
上
島
学
」
の
小
中
高
連
携
実
施

　

島
の
子
ど
も
た
ち
が
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
場
合
、
地

域
を
一
度
離
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
地
域
の
良
さ
や
強
み

を
「
大
崎
上
島
学
」
と
し
て
学
ば
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地

平成27年6月、大崎海星高校内に開設された公営塾「神峰学舎」。
大崎上島町に赴任した地域おこし協力隊員などが講師を務める。
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域
へ
の
愛
着
心
や
地
元
に
対
す
る
誇
り
を
醸
成
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ

な
げ
て
い
く
事
業
。

す
で
に
実
行
に
移
し
て
い
る
教
育
関
連
の
事
業

　

平
成
二
七
年
度
は
、
①
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
、
②
地
方

創
生
先
行
型
、
③
地
方
創
生
先
行
型
（
上
乗
せ
分
タ
イ
プ
Ⅱ
）、
の
三
交

付
金
を
活
用
し
、
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

①
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
（
一
事
業
）

　

消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

②
地
方
創
生
先
行
型
（
一
一
事
業
）

　本町では、「第二次長期総合計画」（平成27 ～ 36年度）で掲げ
た重点プロジェクトの一つとして、「教育の島プロジェクト（人

材育成）」を図るとともに、まち・ひと・しごと創生戦略分野の
最重要施策として、「多様な人材を育てる教育の島づくり」を
進めることを目指し、グローバル人材育成のための環境を整備
することとしています。この二つの計画をより具体化し、施策
を進めていく上で、教育に特化した計画を策定し、施策の推進
を図ります。具体的には、高校や大学などの誘致を中心とした
計画、地元の既存の学びの施設を充実させ、「教育の島」を総
合的に整備していく計画を策定します。

　ふるさとに誇りを持ち、大崎上島の将来を担う子どもたちを
育てるため、「教育活動を通じて、ふるさと大崎上島を学ぶこ
とによって地域のすばらしさに気づかせ、地域の誇りに思う心
を育てる」「地域の人材やネットワークとの強い絆をつくり、相
互連携して地域の発展に貢献する態度を育てる」という二つの
大きな目標を掲げて事業を展開しています。学年ごとに「大崎

上島学」のテーマを
設定し、櫂伝馬など
の地域の伝統文化や、
柑橘類、海産物など
の地域資源を活かし
た産業現場に直接生
徒たちが出向き、実
際に体験しながら楽
しく学習しています。

大崎上島町瀬戸内学びの島リベラルビジョン策定事業

大崎上島学推進事業

「教育の島」へ向けて 1

「教育の島」へ向けて 2

200年以上続く大崎上島の伝統行事
「櫂伝馬競漕」。
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総
合
戦
略
策
定
事
業
、
大
崎
上
島
町
瀬
戸
内
学
び
の
島
リ
ベ
ラ
ル

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
就
職
支
援
事
業
、
町
外
駐
車

場
利
用
者
助
成
事
業
、
定
住
促
進
事
業
、
住
宅
新
築
改
築
助
成
事
業
、

ま
ち
お
こ
し
交
流
・
情
報
発
信
等
拠
点
整
備
推
進
事
業
、
地
域
教
育

研
究
活
動
支
援
事
業
、
新
規
就
農
支
援
事
業
、
大
崎
上
島
学
推
進
事

業
、
子
育
て
支
援
事
業
、
海
上
交
通
運
航
補
助
事
業

③
地
方
創
生
先
行
型
（
上
乗
せ
分
タ
イ
プ
Ⅱ
）（
四
事
業
）

　

空
家
等
対
策
計
画
策
定
業
務
、
首
都
圏
情
報
発
信
事
業
、
基
幹
産

業
等
活
性
化
事
業
、
施
設
利
活
用
推
進
事
業

　

こ
れ
ら
の
中
か
ら
、「
教
育
の
島
」
へ
向
け
て
の
主
要
事
業
と
し
て
、

次
の
三
事
業
（
詳
細
は
別
枠
記
事
を
参
照
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

①
大
崎
上
島
町
瀬
戸
内
学
び
の
島
リ
ベ
ラ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業

②
大
崎
上
島
学
推
進
事
業

③
地
域
教
育
研
究
活
動
支
援
事
業

　

こ
の
ほ
か
、
国
が
進
め
る
地
方
創
生
の
さ
ら
な
る
早
期
取
り
組
み

を
支
援
す
る
交
付
金

「
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
」
を
活
用
し
、

都
会
の
若
者
と
地
元

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
（
地
域
の
誇
れ
る
職

業
の
学
習
・
伝
承
）
を

目
的
と
し
た
「
大
崎

上
島
町
地
域
課
題
解

決
事
業
─
─
大
崎
上

島
も
の
づ
く
り
ブ
ラ

ン
ド
の
形
成
に
向
け

て
」
や
、
住
民
の
誰

で
も
が
地
元
の
も
の

づ
く
り
に
つ
い
て
気

軽
に
学
習
で
き
る
場

を
提
供
す
る
こ
と
を

「教育の島」へ向けて 3

　広島商船高等専門学校が、地域間の
交流や伝統文化の継承を目的とした地
域進出などを行う際の費用について、
町が補助金として支援しています。具
体的には、北海道奥尻島への学会参加
のための交流費用や、島根県への教育
環境整備の視察費用、また、島内の櫂
伝馬の伝統文化行事（3地区）参加、神
輿担ぎなどへの生徒の参加にかかる交
通費などの経費を町が補助することに
より、学生・教員の地域への進出、伝
統文化継承などの積極的な交流が生ま
れています。

地域教育研究活動支援事業

二子島の夕日。海沿いの歩道から眺めることができる。
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着
を
持
っ
て
日
々
の
業
務
を
こ
な
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ど
う
す
れ
ば
島
が
元
気
に
な
る
の
か
と
、
日
々
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
施
策
の
方
向
性
が
今
後
ど
う
変
化
す
る
か
、
現
状
で
は

見
え
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
本
町
で
も
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か

し
て
、「
教
育
の
島
」
大
崎
上
島
町
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

■

目
的
と
し
た
、「
地
域
の
学
び
の
伝
承
、
知
の
た
ま
り
場
交
流
拠
点

事
業
」
の
二
事
業
を
設
定
し
、「
教
育
の
島
、
大
崎
上
島
」
と
し
て

地
方
創
生
を
目
指
す
考
え
で
す
。

お
わ
り
に

　

離
島
の
行
政
に
携
わ
っ
て
い
る
方
は
、
お
そ
ら
く
皆
さ
ん
、
交
通

の
不
便
さ
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
認
識
し
た
上
で
、
自
ら
の
島
に
愛

川本 亮之　（かわもと りょうじ）

昭和46年大崎上島生まれ。平成７
年旧大崎町役場採用、企画室、教
育委員会生涯学習課、平成15年の
大崎上島町合併後は大崎上島文化
センター、教育委員会社会教育課、
総務課、広島県派遣（過疎対策課、
過疎・地域振興課）を経て、同24
年より企画振興課に勤務。

首長のことば

大崎上島町長　高田幸典

　大崎上島町の総合戦略には、すべての戦略の土台
となる「人づくり」を最重要施策として位置づけて
おります。その中でも「多様な人材を育てる教育の
島づくりを進める」という、「ひとの創生」を政策分
野の最重要施策とし、「教育の島、大崎上島」を創る
ための町を担う人材、また、グローバルな視点で活
躍できる人材の育成、新たな教育体制の整備や、大
学などの教育機関の誘致を積極的に取り組んでいき
たいと考えております。

「ひとの創生」による「教育の島」創造を

第1回総合戦略会議で会長に選任された高田幸典町長。




